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大
お お

蔵
く ら

流
り ゅ う

山
や ま

本
も と

会
か い

狂言 鑑
か ん

賞
しょう

のために

狂
きょう

言
げ ん

の歩
あ ゆ

み

狂
きょう

言
げ ん

とは

事
じ

業
ぎょう

名
めい
─────

公
こう

演
えん

団
だん

体
たいめい

───

公
こう

演
えん

種
しゅ

目
もく

 ───

事
じ

業
ぎょう

概
がい

要
よう

 ───

　我
わが

が国
くに

の一
いちりゅう

流の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、 子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた舞
ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

す
る機

き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としています。
　事

じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、 実
じつ

演
えん

では、できるだけ
子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。

狂
きょう

言
げん

は、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

の昔
むかし

から今
こん

日
にち

まで、六
ろっ

百
ぴゃく

年
ねん

も
続
つづ

いた芸
げい

能
のう

です。その長
なが

い歩
あゆ

みでは、いろいろ変
か

わっ
てきた面

めん

もあります。ごく初
しょ

期
き

には、農
のう

作
さ

業
ぎょう

の節
ふし

目
め

に、神
じん

社
じゃ

の祭
さい

礼
れい

に、市
いち

の立
た

つところに、人
ひと

々
びと

が集
あつ

まっ
て即

そっ

興
きょう

的
てき

に行
おこな

われていた、と
ても素

そ

朴
ぼく

な寸
すん

劇
げき

でした。その
うち、面

おも

白
しろ

いもの、人
ひと

々
びと

の心
こころ

に残
のこ

ったものなどが繰
く

り返
かえ

し
行
おこな

われるうちに、だんだんと
形
かたち

づくられました。まとめて
いった人

ひと

は、玄
げん

恵
え

法
ほう

印
いん

という
お坊

ぼう

さんだといわれています。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

になると、幕
ばく

府
ふ

は能
のう

楽
がく

を式
しき

楽
がく

（正
せい

式
しき

な儀
ぎ

式
しき

で使
つか

う音
おん

楽
がく

）にしました。それからは、能
のう

と狂
きょう

言
げん

が一
ひとつ

番
がい

として能
のう

舞
ぶ

台
たい

で演
えん

じられるようになり、狂
きょう

言
げん

師
し

たちは禄
ろく

（給
きゅう

料
りょう

）を与
あた

えられ、専
せん

門
もん

家
か

として代
だい

々
だい

厳
きび

しい修
しゅ

行
ぎょう

が課
か

せられました。
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になると式
しき

楽
がく

として
の位

い

置
ち

づけはなくなりましたが、
厳
きび

しい稽
けい

古
こ

を重
かさ

ねて芸
げい

を伝
つた

えて
いく伝

でん

統
とう

は守
まも

られ、今
こん

日
にち

では世
せ

界
かい

的
てき

に見
み

ても貴
き

重
ちょう

な芸
げい

能
のう

として、
能
のう

とともにユネスコの世
せ

界
かい

無
む

形
けい

遺
い

産
さん

に認
にん

定
てい

されています。

狂
きょう

言
げん

には、歴
れき

史
し

上
じょう

有
ゆう

名
めい

な人
ひと

や、特
とく

定
てい

の人
じん

物
ぶつ

は出
で

てきません。
私
わたし

たちの身
み

近
ぢか

にいるような人
ひと

ばかりで、内
ない

容
よう

も日
にち

常
じょう

よくあるも
のです。登

とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

は大
だい

名
みょう

（主
しゅ

人
じん

。地
ち

方
ほう

の小
しょう

領
りょう

主
しゅ

、農
のう

村
そん

に土
ど

着
ちゃく

した武
ぶ

士
し

）、太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

（従
じゅう

者
しゃ

。召
めし

使
つかい

）、夫
おっと

、妻
つま

、山
やま

伏
ぶし

、僧
そう

、動
どう

物
ぶつ

などです。
狂
きょう

言
げん

は見
み

て楽
たの

しむものです。面
おも

白
しろ

いと思
おも

ったら大
おお

いに笑
わら

い、
へんだなと思

おも

ったら大
おお

いに考
かん

えてください。

太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

主
しゅ

人
じん

きょう げん

れい わ  がんねん ど ぶん か げいじゅつ こ  どもいくせいそうごう じぎょう じゅんかいこうえんじぎょう

令和元年度　文化芸術による子供育成総合事業     － 巡回公演事業 －

 ぶん か  げいじゅつ こ  ども いくせい そう ごう じ  ぎょう　　　　    じゅんかいこうえん じ  ぎょう

文化芸術による子供育成総合事業　　－巡回公演事業－

狂言公演

やまもとかい　
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［附子］ぶす

［蝸牛］かぎゅう

主
しゅ

人
じん

は外
がい

出
しゅつ

するにあたって、二
ふた

人
り

の召
めし

使
つかい

、太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

と次
じ

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

に大
たい

切
せつ

な品
しな

物
もの

をあずけました。主
しゅ

人
じん

が
言
い

うには、その品
しな

物
もの

は附
ぶ

子
す

というもので、その方
ほう

向
こう

から吹
ふ

いてくる風
かぜ

にあたるだけで人
にん

間
げん

が消
き

えてなく
なってしまうというたいへんな毒

どく

。でも太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

は
中
なか

身
み

を見
み

たくてたまりません。そこで二
ふた

人
り

は風
かぜ

が吹
ふ

いてこないように扇
おうぎ

であおぎながらふたを開
あ

けるこ
とにしました。そこで見

み

たものはおいしそうな黒
くろ

砂
ざ

　蝸
か

牛
ぎゅう

とはカタツムリのこと。山
やま

伏
ぶし

がやぶの中
なか

でひと寝
ね

入
い

り
しているところへ、太

た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

がやってきました。主
しゅ

人
じん

に大
おお

き
なカタツムリを取

と

ってこいと命
めい

じられたからです。でも太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

はカタツムリがどんなものか知
し

りません。主
しゅ

人
じん

の説
せつ

明
めい

では「やぶに住
す

んで、頭
あたま

が黒
くろ

く、腰
こし

に貝
かい

をつけていて、とき

演目

どき角
つの

を出
だ

す」のがカタツムリということです。そこで山
やま

伏
ぶし

に
「あなたがカタツムリか」と問

と

いかけました。いっぽう山
やま

伏
ぶし

は、太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

をからかってやろうと、自
じ

分
ぶん

がどれほどカタツ
ムリの特

とく

徴
ちょう

を持
も

っているかを説
せつ

明
めい

します。すっかり信
しん

じ込
こ

んだ太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

。山
やま

伏
ぶし

に教
おし

えてもらった愉
ゆ

快
かい

な謡
うたい

を二
ふた

人
り

で
謡
うた

って楽
たの

しんでいました。そこへ、太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

の帰
かえ

りが遅
おそ

い
ので、主

しゅ

人
じん

が捜
さが

しにきたのですが。
［解

かい

説
せつ

］
カタツムリは寿

じゅ

命
みょう

を延
の

ばす薬
くすり

だと思
おも

われていたの
でしょう。主

しゅ

人
じん

は祖
そ

父
ふ

にカタツムリを差
さ

し上
あ

げるつ
もりでした。さて、太

た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

はどうして山
やま

伏
ぶし

がカタ
ツムリだと思

おも

い込
こ

んだのでしょう。
巧
たく

みな言
こと

葉
ば

で証
しょう

拠
こ

を見
み

せていく山
やま

伏
ぶし

はみごとです
ね。三

さん

人
にん

が浮
う

かれながら謡
うた

う謡
うたい

は「雨
あめ

も風
かぜ

も吹
ふ

かぬ
に、出

で

ざ釜
かま

打
う

ち割
わ

ろう」。「天
てん

気
き

がいいのに殻
から

から出
で

てこなければ、殻
から

を打
う

ち割
わ

るよ」の意
い

味
み

です。

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

糖
とう

。忠
ちゅう

実
じつ

な召
めし

使
つかい

に嘘
うそ

までついて出
で

かけた主
しゅ

人
じん

への不
ふ

満
まん

もあったのでしょう。二
ふた

人
り

は黒
くろ

砂
ざ

糖
とう

をぜんぶ食
た

べ
てしまいました。さあ、そろそろ主

しゅ

人
じん

が戻
もど

ってくる
時
じ

間
かん

。このままではひどく叱
しか

られてしまうのは目
め

に
見
み

えています。そこで太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

は一
いっ

計
けい

を案
あん

じました。

［解
かい

説
せつ

］
当
とう

時
じ

、砂
さ

糖
とう

はたいへんな貴
き

重
ちょう

品
ひん

でした。主
しゅ

人
じん

は
こっそり自

じ

分
ぶん

だけで食
た

べようとして、嘘
うそ

までついて
出
で

かけたのでしょうか。主
しゅ

人
じん

の弱
よわ

みをついた太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

。なんて知
ち

恵
え

の働
はたら

く召
めし

使
つかい

でしょう。

えん もく
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［柿山伏］かきやまぶし

［面］おもて

［道具］どうぐ

大
おお

峰
みね

山
さん

と葛
かずら

城
き

山
さん

で修
しゅ

行
ぎょう

を終
お

えたば
かりの山

やま

伏
ぶし

が、出
で

羽
わ

の羽
は

黒
ぐろ

山
さん

へ帰
かえ

る
途
と

中
ちゅう

のこと。お腹
なか

がすいてふと見
み

る
と、みごとな柿

かき

の木
き

があります。山
やま

伏
ぶし

は勝
かっ

手
て

に木
き

に登
のぼ

って柿
かき

を食
た

べはじ
めました。そこへやってきた柿

かき

の木
き

の持
も

ち主
ぬし

。上
うえ

から飛
と

んできた柿
かき

の種
たね

に気
き

づいて見
み

上
あ

げると、なんと山
やま

伏
ぶし

が大
たい

切
せつ

な柿
かき

を盗
ぬす

み食
ぐ

いしているでは
ありませんか。さてどうやって懲

こ

ら
しめてやろうか。あれはカラスに違

ちが

いないと、カラスの鳴
な

きまねをさせ
ます。一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に鳴きまねをする山
やま

伏
ぶし

。次
つぎ

はサル、次
つぎ

はトビ。柿
かき

の持
も

ち
主
ぬし

は「トビなら飛
と

びそうなものだ」とはやし立
た

てま
す。山

やま

伏
ぶし

も決
けっ

心
しん

をして、高
たか

い木
き

のうえから「ヒー、
ヨロ、ヨロ」と飛

と

んだのですが。

［解
かい

説
せつ

］
修
しゅ

行
ぎょう

を積
つ

んだ山
やま

伏
ぶし

は、普
ふ

通
つう

の人
ひと

では持
も

ち得
え

ない能
のう

力
りょく

（法
ほう

力
りき

）を持
も

っていると考
かんが

えられていました。そ

能
のう

では面
おもて

をつけることが大
たい

半
はん

です。狂
きょう

言
げん

は直
ひた

面
めん

と言って、素
す

顔
がお

が大
だい

部
ぶ

分
ぶん

ですが、「鬼
おに

」「動
どう

植
しょく

物
ぶつ

」（狐
きつね

、狸
たぬき

、猿
さる

など）「老
ろう

人
じん

・老
ろう

女
じょ

」
「神

かみ

さま」「幽
ゆう

霊
れい

」などでは面
おもて

を使
し

用
よう

することがあります。

ほとんどが象
しょう

徴
ちょう

的
てき

なものですが、
なかでも、かずら桶

おけ

という塗
ぬ

りの桶
おけ

をよく使
つか

います。酒
さか

樽
だる

、床
しょう

几
ぎ

（腰
こし

掛
かけ

）、
茶
ちゃ

壷
つぼ

、そしてときには樹
じゅ

木
もく

の役
やく

も果
は

たします。また、桶
おけ

の蓋
ふた

は酒
さか

盛
も

りの
ときの盃

さかずき

や茶
ちゃ

碗
わん

にもなります。

んな山
やま

伏
ぶし

でも、お腹
なか

がすくと人
ひと

のものを盗
ぬす

み食
ぐ

いす
るものなのです。トビのまねをして柿

かき

の木
き

から落
お

ち
てしまった山

やま

伏
ぶし

。柿
かき

の持
も

ち主
ぬし

に、「家
いえ

まで背
せ

負
お

って
いって治

ち

療
りょう

しろ」とおどしますが、結
けっ

局
きょく

は背
せ

中
なか

か
ら振

ふ

り落
お

とされ、法
ほう

力
りき

の無
な

いことまであからさまに
なってしまいました。

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

面 と 道 具

演目
えん

おもて どう ぐ

もく
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団
だん

体
たい

紹
しょう

介
かい

　大
おお

蔵
くら

流
りゅう

狂
きょう

言
げん

の山
やま

本
もと

家
け

は、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

に始
まじ

まった狂
きょう

言
げん

を今
いま

に
伝
つた

える家
いえ

柄
がら

で、東
とう

京
きょう

を中
ちゅう

心
しん

に活
かつ

動
どう

しています。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には
幕
ばく

府
ふ

の正
せい

式
しき

な儀
ぎ

式
しき

の場
ば

で狂
きょう

言
げん

を勤
つと

めていたので、格
かく

調
ちょう

高
たか

く、
気
き

魄
はく

に満
み

ちた芸
げい

風
ふう

を持
も

っています。

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

　1977 年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょう

議
ぎ

会
かい

という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
とし

の 1978 年
ねん

から毎
まい

年
とし

10
月
がつ

1
ついたち

日を、世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が
音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めてい
くために「国

こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」
とすることにしました。
　日

に

本
ほん

では、1994 年
ねん

から
毎
まい

年
とし

10 月
がつ

1
ついたち

日を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

知
し

ってますか?　
10月

がつ

1
ついたち

日は
「国

こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です

❶橋
はし

掛
がか

り
演
えん

者
じゃ

が出
で

入
い

りする通
つう

路
ろ

であると同
どう

時
じ

に、
舞
ぶ

台
たい

の延
えん

長
ちょう

としての機
き

能
のう

を持
も

つ

❷ シテ柱
ばしら

シテ（主
しゅ

役
やく

）がこの柱
はしら

の近
ちか

くに立
た

つこと
が多

おお

い

能舞台を見る
能
のう

舞
ぶ

台
たい

は、四
よん

本
ほん

の柱
はしら

に支
ささ

えら
れた四

し

角
かく

な舞
ぶ

台
たい

と、橋
はし

掛
がか

りと呼
よ

ばれる廊
ろう

下
か

のような部
ぶ

分
ぶん

からで
きています。他

た

の演
えんげき

劇のように
観
かん

客
きゃく

との間
あいだ

に幕
まく

がありません。 

「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」
について

❸ 鏡
かがみ

板
いた

老
おい

松
まつ

が大
おお

きく描
えが

かれている。神
かみ

が松
まつ

に宿
やど

り、その神
かみ

に芸
げい

能
のう

を捧
ささ

げると伝
つた

えられる

❹ 切
きり

戸
ど

口
ぐち

地
じ

謡
うたい

や後
こう

見
けん

の出
で

入
い

りに使
つか

う

❺ 笛
ふえ

柱
ばしら

笛
ふえ

方
かた

がこの近
ちか

くに座
すわ

る

❻ ワキ柱
ばしら

ワキ（主
しゅ

役
やく

の相
あい

手
て

）がこの柱
はしら

のそばに居
い

ることが多
おお

い

❼ 目
め

付
つけ

柱
ばしら

能
のう

面
めん

をつけ視
し

野
や

が狭
せま

くなった演
えん

者
じゃ

の目
め

じ
るしとなる

❽ 一
いち

ノ松
まつ

・二
に

ノ松
まつ

・三
さん

ノ松
まつ

舞
ぶ

台
たい

に近
ちか

いほうから一
いち

ノ松
まつ

・二
に

ノ松
まつ

・三
さん

ノ松
まつ

といい、大
おお

きさも順
じゅん

に小
ちい

さくして遠
えん

近
きん

感
かん

を出
だ

している

❾ 揚
あげ

幕
まく

演
えん

者
じゃ

の出
で

入
い

りするときに揚
あ

げる幕
まく

。普
ふ

段
だん

は閉
と

じている

❿ 鏡
かがみ

の間
ま

揚
あげ

幕
まく

の奥
おく

にある大
おお

きな鏡
かがみ

を備
そな

えた部
へ

屋
や

。
演
えん

者
じゃ

が最
さい

終
しゅう

的
てき

な身
み

支
じ

度
たく

をする

❷

❸

❻

❹

❺

❼

❾

❽

❽

❽

❿ ❶

公演日程

	開催日	 開催地	 実施校／合同開催校	 地元主催者	

9	月	10	日 (火) 札幌市	 札幌市立福井野中学校	 札幌市教育委員会

9	月	11	日 (水) 札幌市	 札幌市立幌西小学校	 札幌市教育委員会

9	月	12	日 (木) 北海道	 帯広市立大空小学校	 北海道教育委員会／帯広市教育委員会

10 月	7	日 (月)	 青森県	 十和田市立四和小学校／十和田市立四和中学校	 青森県教育委員会／十和田市教育委員会

10	月	8	日 (火)	 青森県	 五戸町立倉石小学校	 青森県教育委員会／五戸町教育委員会

10 月 9 日 (水) 秋田県	 北秋田市立綴子小学校	 秋田県教育委員会

10 月10日 (木)	 秋田県	 大館市立成章小学校／大館市立成章中学校	 秋田県教育委員会

10	月11日 (金)	 岩手県	 盛岡市立厨川中学校	 岩手県／盛岡市
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大蔵流 山本会
狂言 鑑賞のために

狂言の歩み

狂言とは

事業名  ──── 　令和元年度　文化芸術による子供育成総合事業　｜巡回公演事業｜
公演団体名  ── 　大蔵流狂言　山本会
公演種目  ─── 　狂言公演

事業概要  ─── 　文化芸術による子供育成総合事業　｜  巡回公演事業｜
　我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、 子供たちが優れた舞台芸術を鑑賞す
る機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民 
の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。
　事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、 実演では、できるだけ
子供たちにも参加してもらいます。

狂言は、室
むろ

町
まち

時代の昔から今日まで、六百年も続
いた芸

げい

能
のう

です。その長い歩みでは、いろいろ変わっ
てきた面もあります。ごく初期には、農作業の節

ふし

目
め

に、神
じん

社
じゃ

の祭
さい

礼
れい

に、市
いち

の立つところに、人々が集まっ
て即

そっ

興
きょう

的
てき

に行われていた、と
ても素

そ

朴
ぼく

な寸
すん

劇
げき

でした。その
うち、面白いもの、人々の心
に残ったものなどが繰

く

り返し
行われるうちに、だんだんと
形づくられました。まとめて
いった人は、玄

げん

恵
え

法
ほう

印
いん

という
お坊さんだといわれています。

江戸時代になると、幕
ばく

府
ふ

は能
のう

楽
がく

を式
しき

楽
がく

（正式な儀
ぎ

式
しき

で使う音楽）にしました。それからは、能と狂言
が一

ひとつ

番
がい

として能
のう

舞
ぶ

台
たい

で演じられるようになり、狂言
師たちは禄

ろく

（給料）を与えられ、専門家として代々
厳
きび

しい修
しゅ

行
ぎょう

が課
か

せられました。
明治時代になると式楽として

の位置づけはなくなりましたが、
厳しい稽

けい

古
こ

を重
かさ

ねて芸を伝えて
いく伝

でん

統
とう

は守られ、今日では世
界的に見ても貴

き

重
ちょう

な芸能として、
能とともにユネスコの世界無

む

形
けい

遺
い

産
さん

に認
にん

定
てい

されています。

狂言には、歴
れき

史
し

上有名な人や、特
とく

定
てい

の人物は出てきません。
私たちの身

み

近
ぢか

にいるような人ばかりで、内容も日常よくあるも
のです。登

とう

場
じょう

人物は大
だい

名
みょう

（主人。地方の小領
りょう

主
しゅ

、農村に土
ど

着
ちゃく

した武
ぶ

士
し

）、太
た

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

（従
じゅう

者
しゃ

。召
めし

使
つかい

）、夫、妻、山
やま

伏
ぶし

、僧
そう

、動物
などです。

狂言は見て楽しむものです。面白いと思ったら大いに笑い、
へんだなと思ったら大いに考えてください。

太郎冠者 主人
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［附子］ぶす

［蝸牛］かぎゅう

主人は外出するにあたって、二人の召使、太郎冠
者と次

じ

郎
ろう

冠
か

者
じゃ

に大切な品物をあずけました。主人が
言うには、その品物は附子というもので、その方向
から吹いてくる風にあたるだけで人間が消えてなく
なってしまうというたいへんな毒

どく

。でも太郎冠者は
中身を見たくてたまりません。そこで二人は風が吹
いてこないように扇

おおぎ

であおぎながらふたを開けるこ
とにしました。そこで見たものはおいしそうな黒砂

　蝸牛とはカタツムリのこと。山伏がやぶの中でひと寝
ね

入
い

り
しているところへ、太郎冠者がやってきました。主人に大き
なカタツムリを取ってこいと命じられたからです。でも太郎
冠者はカタツムリがどんなものか知りません。主人の説

せつ

明
めい

で
は「やぶに住んで、頭が黒く、腰

こし

に貝をつけていて、ときどき

演目

角
つの

を出す」のがカタツムリということです。そこで山伏に「あ
なたがカタツムリか」と問いかけました。いっぽう山伏は、太
郎冠者をからかってやろうと、自分がどれほどカタツムリの
特
とく

徴
ちょう

を持っているかを説明します。すっかり信じ込んだ太
郎冠者。山伏に教えてもらった愉

ゆ

快
かい

な謡
うたい

を二人で謡
うた

って楽
しんでいました。そこへ、太郎冠者の帰りが遅

おそ

いので、主
人が捜

さが

しにきたのですが。
［解説］

カタツムリは寿
じゅ

命
みょう

を延
の

ばす薬だと思われていたの
でしょう。主人は祖父にカタツムリを差し上げるつ
もりでした。さて、太郎冠者はどうして山伏がカタ
ツムリだと思い込んだのでしょう。

巧
たく

みな言葉で証
しょう

拠
こ

を見せていく山伏はみごとです
ね。三人が浮

う

かれながら謡う謡は「雨も風も吹かぬ
に、出

で

ざ釜
かま

打ち割
わ

ろう」。「天気がいいのに殻
から

から出
てこなければ、殻を打ち割るよ」の意味です。

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

糖。忠
ちゅう

実
じつ

な召使に嘘
うそ

までついて出かけた主人への不
ふ

満
まん

もあったのでしょう。二人は黒砂糖をぜんぶ食べ
てしまいました。さあ、そろそろ主人が戻

もど

ってくる
時間。このままではひどく叱

しか

られてしまうのは目に
見えています。そこで太郎冠者は一

いっ

計
けい

を案
あん

じました。

［解説］
当時、砂糖はたいへんな貴

き

重
ちょう

品
ひん

でした。主人は
こっそり自分だけで食べようとして、嘘までついて
出かけたのでしょうか。主人の弱みをついた太郎冠
者。なんて知

ち

恵
え

の働
はたら

く召使でしょう。
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［柿山伏］かきやまぶし

［面］おもて

［道具］

大
おお

峰
みね

山
さん

と葛
かずら

城
き

山
さん

で修行を終
お

えたば
かりの山伏が、出

で

羽
わ

の羽
は

黒
ぐろ

山
さん

へ帰る
途中のこと。お腹がすいてふと見る
と、みごとな柿の木があります。山
伏は勝

かっ

手
て

に木に登
のぼ

って柿を食べはじ
めました。そこへやってきた柿の木
の持ち主。上から飛んできた柿の種
に気づいて見上げると、なんと山伏
が大切な柿を盗

ぬす

み食いしているでは
ありませんか。さてどうやって懲

こ

ら
しめてやろうか。あれはカラスに違

ちが

いないと、カラスの鳴きまねをさせ
ます。一生懸

けん

命
めい

に鳴きまねをする山
伏。次はサル、次はトビ。柿の持ち
主は「トビなら飛びそうなものだ」とはやし立てま
す。山伏も決

けっ

心
しん

をして、高い木のうえから「ヒー、
ヨロ、ヨロ」と飛んだのですが。

［解説］
修行を積んだ山伏は、普通の人では持ち得ない能

のう

力
りょく

（法力：ほうりき）を持っていると考えられてい

能では面をつけることが大半です。狂言は直
ひた

面
めん

と言って、素
す

顔
がお

が
大部分ですが、「鬼」「動植物」（狐

きつね

、狸
たぬき

、猿
さる

など）「老人・老
ろう

女
じょ

」「神
さま」「幽

ゆう

霊
れい

」などでは面を使用することがあります。

ほとんどが象
しょう

徴
ちょう

的
てき

なものですが、
なかでも、かずら桶

おけ

という塗
ぬ

りの桶
をよく使います。酒

さか

樽
だる

、床
しょう

几
ぎ

（腰
こし

掛
かけ

）、
茶
ちゃ

壷
つぼ

、そしてときには樹
じゅ

木
もく

の役も果
は

たします。また、桶の蓋
ふた

は酒
さか

盛
も

りの
ときの盃

さかづき

や茶
ちゃ

碗
わん

にもなります。

演目

ました。そんな山伏でも、お腹
なか

がすくと人のものを
盗み食いするものなのです。トビのまねをして柿の
木から落ちてしまった山伏。柿の持ち主に、「家ま
で背

せ

負
お

っていって治
ち

療
りょう

しろ」とおどしますが、結
けっ

局
きょく

は背中から振り落とされ、法力の無いことまであ
からさまになってしまいました。

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

面と道具



　大蔵流狂言の山本家は、室町時代に始まった狂言を今に
伝える家柄で、東京を中心に活動しています。江戸時代には
幕府の正式な儀式の場で狂言を勤めていたので、格調高く、
気魄に満ちた芸風を持っています。

4

団体紹介

大蔵流 山本会K Y O G E N 狂言 鑑賞のために

　1977 年にユネスコの要
請で設立された国際音楽
評議会という会議で、翌
年の 1978 年から毎年 10
月 1 日を、世界の人々が
音楽を通じてお互いに仲
良くなり交流を深めてい
くために「国際音楽の日」
とすることにしました。
　日本では、1994 年から
毎年 10 月 1 日を「国際音
楽の日」と定めています。

知ってますか?
10月1日は

「国際音楽の日」です

❶ 橋掛り
演者が出入りする通路であると同時に、
舞台の延

えん

長
ちょう

としての機
き

能
のう

を持つ

❷ シテ柱
シテ（主役）がこの柱の近くに立つこと
が多い

能舞台を見る
能
のう

舞
ぶ

台
たい

は、四本の柱に支えら
れた四角な舞台と、橋

はし

掛
がか

りと呼
ばれる廊

ろう

下
か

のような部分からで
きています。他の演

えん

劇
げき

のように
観
かん

客
きゃく

との間に幕
まく

がありません。 

「国際音楽の日」
について

❸ 鏡
かがみ

板
いた

老
おい

松
まつ

が大きく描かれている。神が松に宿
やど

り、その神に芸
げい

能
のう

を捧
ささ

げると伝えられる

❹ 切
きり

戸
ど

口
ぐち

地
じ

謡
うたい

や後
こう

見
けん

の出入りに使う

❺ 笛
ふえ

柱
ばしら

笛
ふえ

方
かた

がこの近くに座
すわ

る

❻ ワキ柱
ワキ（主役の相手）がこの柱のそばに居

い

ることが多い

❼ 目付柱
能
のう

面
めん

をつけ視
し

野
や

が狭
せま

くなった演
えん

者
じゃ

の目じ
るしとなる

❽ 一ノ松・二ノ松・三ノ松
舞台に近いほうから一ノ松・二ノ松・三
ノ松といい、大きさも順に小さくして遠

えん

近
きん

感
かん

を出している

❾ 揚
あげ

幕
まく

演者の出入りするときに揚
あ

げる幕。普
ふ

段
だん

は閉じている

❿ 鏡の間
揚幕の奥にある大きな鏡を備

そな

えた部屋。
演者が最

さい

終
しゅう

的
てき

な身
み

支
じ

度
たく

をする

❷

❸

❻

❹

❺

❼

❾

❽

❽

❽

❿ ❶

公演日程

	開催日	 開催地	 実施校／合同開催校	 地元主催者	

9	月	10	日 (火) 札幌市	 札幌市立福井野中学校	 札幌市教育委員会

9	月	11	日 (水) 札幌市	 札幌市立幌西小学校	 札幌市教育委員会

9	月	12	日 (木) 北海道	 帯広市立大空小学校	 北海道教育委員会／帯広市教育委員会

10 月	7	日 (月)	 青森県	 十和田市立四和小学校／十和田市立四和中学校	 青森県教育委員会／十和田市教育委員会

10	月	8	日 (火)	 青森県	 五戸町立倉石小学校	 青森県教育委員会／五戸町教育委員会

10 月 9 日 (水) 秋田県	 北秋田市立綴子小学校	 秋田県教育委員会

10 月10日 (木)	 秋田県	 大館市立成章小学校／大館市立成章中学校	 秋田県教育委員会

10	月11日 (金)	 岩手県	 盛岡市立厨川中学校	 岩手県／盛岡市

❽
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